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右記QRコードより申込フォーム

にてお申込みください。

締 切 ： 令 和 6 年 2 月 9 日 （ 金 ）

講師 :大門 大朗 氏

参加
無料

災害ボランティアの力を借りるために
―多様な（なんでもありの）活動の事例から―

～しなやかなまち福知山を目指して～

第9回のセミナーでは、地域が被災した際に、地域住民や行政による対応だけでなく、よそ者―災害ボランティア―の力を活かすためのあり
方について考えます。災害時に地域で活躍してもらうために、泥出しや清掃以外にも多様に行われてきた災害ボランティアの事例から学ん
でみませんか。

第10回のセミナーでは、地域防災を進めるうえで住民が「飽きない」ための工夫について、ここ10年間の高知県黒潮町での継続的な取り
組みから考えます。防災活動は長く続けていくことが必要ですが、その継続には様々なハードルが存在し、工夫が重要になります。 百年に
一度の地震や津波に備える防災と、数年おきの水害に備える福知山での防災との違いについて考えてみませんか。

福知山公立大学地域経営学部准教授。博士（人間科学）。専門は災害心理学、グループ・ダイナミックス。被災地
の人々が将来の被災地で支援者になるという「被災地のリレー」について、東日本大震災被災地等で実践研究
を行ってきた。米国デラウェア大学では事業継続に関する日米比較を実施。出身は宮津市。

市民交流プラザふくちやま 3-1（3階）場 所

定 員 20名

日 時 令和6年2月16日（金）１8時～１9時

100年続ける防災活動？
住民が飽きないための地域防災の工夫

―「検証」が難しい巨大災害に取り組む高知県黒潮町の事例から―

滋賀大学データサイエンス・AIイノベーション研究推進センター助教。博士（情報学）。大学時代はアウトドア
サークルに所属し登山やカヌーに親しむ。大阪ガス株式会社で約6年間勤務した後、退職して研究活動を再
開した。博士後期課程修了後、京都大学防災研究所研究員を経て、2022年11月より現職。主にアンケート
調査やインタビュー調査等を活用しながら、自然災害や防災に関するテーマを探究している。

講師 :松原 悠 氏

市民交流プラザふくちやま 4-1（4階）

20名

令和6年2月23日（金）１8時～１9時

第9回

【対応期】

第10回

【準備期】

場 所

定 員

日 時

※本セミナーは、JSPS科研費 20H01568, 22KJ3224の助成を受けたものです。

※当日参加も可能です。直接会場へお越しください。
※手話通訳者、要約筆記者（難聴者だけでなく、高齢者、聴こえにくい人に内容を文字で伝える通訳）
の派遣を希望される方は、2週間前までに事務局（大門研究室）まで直接ご連絡ください。

お問合せ先

大門研究室：daimon-hiroaki@fukuchiyama.ac.jp

概要：https://www.fukuchiyama.ac.jp/institutions/bosai/



第 回11

突然の自然災害や災害に対する準備と知識は、私たちの生活や地域の安全を守るために欠かせません。
当セミナーでは、各テーマごとに講師に専門家の先生をお招きし、幅広い視点からのアドバイスや情報を提供
していただきます。ご家族やご友人と一緒に、地域の安全を共に考える機会として、ぜひご参加ください！

次 回 以 降 の セ ミ ナ ー の ご 案 内

大学と地域の防災連携
―福知山公立大学地域防災研究センターの事例から

福知山

福知山公立大学
地域防災研究センター長

過去セミナーのアーカイブ動画を順次配信していく予定です。是非ご視聴ください！
ただし、セミナーによっては見逃し配信を行ないません。見逃し配信を行なわない場合は、セミナーアーカイブの
ページに内容を記載しておりますので、そちらをご参考ください。

令和6年3月8日（金）

水 口 学 氏

第11回のセミナーでは、地域に根ざした大学がどのように防災に貢献で
きるのかについて、福知山公立大学・地域防災研究センターの取り組みを通
して参加者と一緒に考えます。どのような取り組みや知見が必要か、参加者
の皆さんと一緒に半年間のセミナーを振り返ってみませんか。

タイトル 講 師

第1回
【準備期】時空を超えた防災の知恵
―関東大震災の思想とエルサルバドルの洪水避難の
事例から

高原耕平氏
（人と防災未来センター・研究員）

中野元太氏
（京都大防災研究所・助教）

第2回
【対応期】防災行政とリーダーシップ
―2004年台風23号が襲った豊岡市の事例から

中貝宗治氏
（前豊岡市長・一般社団法人豊岡アートアクション理事長・
福知山公立大学客員教授）

第3回
【準備期】「弱さ」の力でつながる地域防災
―日本一の津波が来るとされた高知県黒潮町の事例から

杉山高志氏
（九州大学人間環境学研究院・准教授）

第4回
【対応期】地域の力を集めた災害対応から学ぶ
―佐賀県武雄市水害の実践から

頼政良太氏
（関西学院大人間福祉学部・助教）

第5回
【復興期】記憶を復興する
―岩手県野田村被災写真返却お茶会の事例から考える

宮前良平氏
（福山市立大都市経営学部・講師）

第6回
【復興期】復興で命を守るために
―避難「後」の防災の事例から

宮本匠氏
（大阪大学大学院人間科学研究科・准教授）

第7回
【復興期】地域食堂から学ぶ「ありあわせ」の技法
―熊本地震と西日本豪雨被災地での事例から

王文潔氏
（大阪大 人間科学部・助教）

第8回
【準備期】避難スイッチの作り方
―福知山市の事例から見る早期避難の試み

竹之内健介氏
（香川大 創造工学部・准教授）

過 去 の セ ミ ナ ー 一 覧

地域防災研究センター セミナーアーカイブ


